
◎ 保育の計画と編成と実施に関する評価

A B C D
（1）保育⽬標の具現化に向けて、乳幼児の実
態を踏まえた重点⽬標を設定しているか。 〇

（2）⽬標は、施設や地域の特⾊を⽣かしてい
るか。 〇

（3）⽬標は、社会の要請や保護者の願いを反
映しているか。 〇

（4）⽬標は前年度の反省を⽣かしているか。

（5）⽬標は、全職員で検討し、かつ共通理解
を図っているか。 〇

（1）指導計画は乳幼児の実態に即して作成し
ているか。 〇

（2）保育所保育指針に基づく援助・⽀援を適
切に⾏っているか。 〇

（3）環境の構成を意識した保育や過程を常に
⼯夫しているか。 〇

（4）素材・⽤具を適切に活⽤しているか。
〇

（5）評価結果を基に、保育の改善に努めてい
るか。

⽇
時
程

（1）1⽇の流れ（デイリープログラム等）は
現⾏で良いか。 〇

（1）⾏事の種類や実施回数は適切か。
〇

（2）⾏事のねらいを計画や実施に充分⽣かし
ているか。 〇

（3）乳幼児の活動範囲を明確にし、⾃主的・
実践的な活動にしているか。 〇

（4）計画・実施・評価・改善の体制をとって
いるか。 〇

（5）保護者の願いや意⾒を取り⼊れている
か。 〇

開園1年⽬の今年度は⽇々
の保育に精⼀杯であり、
全般において改善の必要
があると感じる。。園の
保育理念や保育⽬標を再
確認した上で、具体的な
保育の内容について全職
員で話し合っていきた
い。

今年度の保育の反省を⽣かし、年
齢別に⾒直していきたい。

⾏
事
に
つ
い
て

隣接する⽼⼈ホームのお
年寄りとの合同の⾏事に
ついては、各施設の職員
間でのうちあわせや細か
な計画が必要と感じた。
また、開園の慌ただしさ
で、⾏えなかった⾏事も
あり、余裕をもって計画
することが必要であっ
た。
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A : たいへんよい
B : よい

項⽬ 内容
評価

意⾒・改善策

保
育
⽬
標
に
つ
い
て

個々の振り返りや⾃⼰評
価は⾏ったが、それにつ
いて全体で確認したり、
話し合ったりする時間が
年度内に取れなかった。

C : ⼀部検討を要する
D : 改善を要する

保
育
に
つ
い
て



A B C D
（1）係や仕事の分担・割り当ては適切か。 〇
（2）職員相互がそれぞれ全体的⽴場を理解し、協⼒や助⾔を惜しむこ
となく施設運営にかかわっているか。 〇
（3）打ち合わせ回数、時間、内容は適切か。 〇
（4）職員の意⾒を聞いたり、話し合う機会を定期的に持っ
ているか。

〇
（1）避難訓練・交通安全指導を⾏い、計画に基づいて適切
に実施しているか。

〇
（2）健康・安全な⽣活に必要な習慣や態度育成のため、家
庭への啓発を⾏っているか。

〇
（3）乳幼児の安全確保のため、家庭・地域社会・関係各機
関等と連携を図っているか。

〇
（4）不審者等に対応する周到な配慮を⾏っているか。 〇
（1）⼦ども達が楽しく⾷べ、⾷べる意欲が育つように⼯夫
しているか。

〇
（2）アレルギー疾患などを持つ⼦に対し、主治医からの指
⽰を得て適切な対応を⾏っているか。

〇
（3）間違いのないよう個別のトレーや⾷器等で分け、調理
員同⼠や保育⼠と確認している。

〇
（1）園内の清掃がなされ、清潔に保たれた環境で⼦ども達が⼼地よく
過ごせるように配慮しているか。

（2）園内外の衛⽣⾯・安全⾯に配慮しているか。 〇
（3）園内に⼦ども達が季節感を味わえるような⼯夫をして
いるか。

〇
（1）各研修会・講習会への参加体制の充実を図っている
か。 〇

（2）研修の成果を⽇常の保育に⽣かし、乳幼児の育ちに反
映させているか。 〇

（１）送迎の際の対話や連絡事項の記載など⽇常的な情報交換に加え
て、別の機会に相談に応じて個別⾯談を⾏っているか。 〇

（2）家庭の状況や保護者との情報交換が必要に応じて、関
係職員に周知されているか。 〇

（3）保育⼠は⽇々、⼦どもや保護者の様⼦に注視し、虐待
の予防や早期発⾒に努めているか。 〇

（4）予め年間⾏事の⽬標を知らせ、保護者が保育参加の予
定を⽴てやすくしている。 〇

園
内
外
の
研
修

勤務体制の都合上、参加でき
なかった研修もあったが、参
加した研修の内容を伝達し、
共有してきた。

保
健
・
安
全

⼦
育
て
⽀
援

地域社会や関係各機関と
もっと連携していきた
い。

給⾷参観を取り⼊れ、保
護者からの意⾒を献⽴に
反映させていくなど⼯夫
していきたい。

季節感が味わえるような
⼯夫が⾜りなかったと感
じる。

⾏事については園だより
で⽉毎の連絡になってし
まった。保護者が参加す
る⾏事については早めに
知らせるようにしていた
が年度当初に⽇程を伝え
られるように改善してい
きたい。

思うように職員会議の時間が
取れず、クラス単位での打ち
合わせになったり、リーダー
からの伝達になったりするこ
とが多かった。休憩の取り⽅
や午後の時間の使い⽅など⾒
直していく必要がある。

組
織
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営

⾷
事
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境

◎ 保育の計画と編成と実施を⽀える諸条件に関する評価

項⽬ 内容
評価

意⾒・改善策



A B C D

（1）地域の関係機関等と連携ができているか。 〇
（2）イベントや祭りなどを通し、地域の⽅々と交流できる機会を設け
ているか。 〇

（3）ボランティア・体験保育の⽅を積極的に受け⼊れているか。 〇
（4）幼児の興味や関⼼に基づいて地域社会・その他の施設と交流して
いるか。 〇
（1）地域⼦育て⽀援センターとして、園庭や保育室を開放している
か。 〇
（2）地域の⼦ども達⼟同⼠、あるいは親⼦が⼀緒に遊ぶことが出来るような場
の設定を⾏っているか。 〇

（３）職員による育児に係る「⼦育て相談」は充実しているか。 〇
（4）参観や保育・授業等に参加するなどして、幼稚園・⼩学校の教育
を理解しているか。 〇

（５）園だより・ホームページ等で施設の情報を発信しているか。 〇
（6）⾏事や⼦育て⽀援事業等を地域の連絡会や児童施設、⼩学校に対
して周知しているか。 〇

（7）第三者評価を導⼊し、施設運営に反映しているか。 〇

（8）地域や保護者の意⾒を施設運営に反映しているか。 〇

開
か
れ
た
保
育
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く
り

苦情や意⾒に対しては、
すぐに対応している。園
だよりに載せ、可視化を
図っているが、ホーム
ページを早急に開設し、
広く情報発信をしていく
必要がある。
⼦育て⽀援事業について
は職員の配置状況を踏ま
えながら今後取り組んで
いくべき課題である。

項⽬ 内容
評価

意⾒・改善策

夏祭りでは近隣の⾃治会
や⼦供会の⽅を招いて⾏
うことが出来た。⼩学校
との連携は就学前の⾒学
のみとなってしまった。

地
域
と
の
連
携


